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§１．研究成果の概要 

 

2020 年度は、前年度にショウジョウバエ生体内で高効率かつ正確に DNA 組換えを誘導すること

のできるリコンビナーゼ 3 種を用いて、実際に生体内 DNA 構築実験を行った。まず、自己切断ペ

プチド配列 T2A をリンカーとして 3 つのリコンビナーゼを融合して、1 つの ORF として発現する方

法を開発した。この融合タンパクは nanos プロモータの下流に配置し、生殖細胞特異的な高発現

を可能にした。このトランスジーンをショウジョウバエ 1 番染色体（X 染色体）に挿入したトランスジェ

ニック系統を樹立した。この系統は、単一のリコンビナーゼを発現する系統と遜色ない頻度で染色

体間の組換えを誘導することができた。相同染色体間での組換えを可視化するため、左右の末端

に CFP, YFP, RFP の異なる組み合わせを配置した 2 番染色体を構築した。この染色体の内部に

は phiC31 attP 配列を配置し、部位特異的に並べたい遺伝子を導入できるようにした。並べたい遺

伝子をクローニングするためのベクターセットも構築した。タンパク質発現のための UAS ベクター、

長鎖 DNA 構築のための BAC ベクターのセットを作成した。これらのベクターに代謝経路の酵素

群や、ハエ 4 番染色体の断片をクローニングし、トランスジェニックを構築した。今後は、これらのト

ランスジーンを組み合わせて、人工遺伝子回路や人工染色体の構築へと進める予定である。 
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